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町
功
労
者
を
表
彰

11
月
11
日
に
町
発
展
の
た
め
に

功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
し
ま

し
た
。

今
年
度
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の

11
名
で
す
。

〈
自
治
功
労
〉

小林菊江氏
(栄中央)

吉川誠一氏
(大　針)

〈
教
育
功
労
〉

福島義子氏
(小針内宿)

平
成
７
年
５
月
か
ら
議
会
議
員

と
し
て
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
氏
は
平
成
８
年
４
月
か
ら
消

防
団
員
と
し
て
、
火
災
予
防
思
想

の
普
及
と
消
防
業
務
の
遂
行
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
消
防
功
労
〉

青木　寿氏
(上尾市)

白坂栄一氏
(若　榎)

田中孝夫氏
(下　郷)

平
成
８
年
11
月
か
ら
消
防
団
員

と
し
て
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及

と
消
防
業
務
の
遂
行
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

〈
社
会
福
祉
功
労
〉

岩村春江氏
(小貝戸)

平
成
６
年
１
月
か
ら
主
任
児
童

委
員
と
し
て
、
児
童
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
３
年
４
月
か
ら
青
少
年
育

成
推
進
委
員
と
し
て
、
青
少
年
の

健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
ス
ポ
ー
ツ
功
労
〉

内田晶子氏
(大　針)

昭
和
61
年
４
月
か
ら
体
育
指
導

委
員
と
し
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

奨
励
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

加藤克行氏
(下　郷)

加
藤
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り
交

通
安
全
指
導
を
行
い
、
地
域
の
事

故
防
止
に
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
賞
は
�
日
本
善
行
会
か
ら
、

社
会
貢
献
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
方
々
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

〈
文
化
功
労
〉

加藤亮明氏
(志　久)

平
成
６
年
４
月
か
ら
文
化
財
保

護
委
員
と
し
て
、
町
文
化
の
向
上

発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

荻津ひろみ氏
(中　央)

平
成
６
年
10
月
か
ら
人
権
教
育

推
進
協
議
会
委
員
、
16
年
10
月
か

ら
は
同
会
長
と
し
て
人
権
教
育
の

推
進
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

遠藤スミ氏
(栄　北)

昭
和
36
年
か
ら
45
年
間
の
長
き

に
わ
た
り
、
母
子
愛
育
会
会
長
と

し
て
会
の
発
展
に
尽
力
す
る
と
と

も
に
町
保
健
事
業
の
推
進
に
多
大

の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。 戸井田百合子氏

(大　針)

感
謝
状
を贈

呈

平
成
18
年
度

埼
玉
県
統
計
功
労
者
表
彰

〜
町
か
ら
６
名
の
方
が
受
賞
〜

11
月
28
日
、
埼
玉
会
館
に
お
い

て
埼
玉
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
統
計
事
業
に
功
労
の

あ
っ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
、
伊
奈

町
か
ら
次
の
６
名
の
方
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

(

知
事
表
彰)

齋
藤
　
理
子
氏(

栄
　
北)

阿
部
　
陽
子
氏(

大
　
針)

(

統
計
協
会
長
表
彰)

河
田
　
敏
子
氏(

栄
中
央)

原
田
　
優
子
氏(

小
針
内
宿)

中
原
　
敦
子
氏(

小
針
内
宿)

田
口
美
智
子
氏(

小
針
内
宿)

善
行
表
彰
を

受
賞
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秋
の
叙
勲
瑞
宝
小
綬
章
を
受
章

武
田
氏
は
、
昭
和
30
年
か
ら
国
税
事
務
に

従
事
し
、
平
成
６
年
か
ら
は
新
宿
税
務
署
長

と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受
章
と
な
り
ま

し
た
。

武田信彦氏
(綾瀬東)

細
川
氏
は
、
昭
和
32
年
か
ら
衆
議
院
事
務

局
に
勤
務
し
、
昭
和
48
年
か
ら
は
衆
院
常
任

委
員
会
調
査
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の

受
章
と
な
り
ま
し
た
。

細川武男氏
(北　本)

秋
の
褒
章
黄
綬
褒
章
を
受
章

木
村
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り
盆
栽
作
家
と

し
て
、
卓
越
し
た
技
術
と
豊
か
な
感
性
に
よ

り
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
は
じ
め
数
々
の
賞

を
獲
得
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
は
も

と
よ
り
海
外
に
お
い
て
も
盆
栽
技
術
の
指
導

に
あ
た
る
な
ど
、
国
際
文
化
交
流
と
親
善
に

も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

木村正彦氏
(南 本)

第32回 伊奈町美術展覧会(町展)の受賞者
（埼玉県民芸術文化祭2006協賛事業）

10月31日から11月５日にかけて開催された町展には、５つの部門に合わせて132点の応
募があり、次の方々が受賞されました。(敬称略)

賞 
町長賞 
議長賞 
教育長賞 
教育長賞 
教育長賞 
文化協会長賞 
商工会長賞 
観光協会長賞 
美術家協会長賞 
さいたま県実行委員会長賞 

氏　　名 
島　田　康　宏 
立　川　紀　一 
松　尾　康　弘 
宇都木　裕　水 
寒河江　　　一 
落　合　祥　ニ 
越　部　英　子 
平　田　昌　子 
金　枝　美佐子 
牧　田　純　子 

題　　名 
自画像 
秋映え 
合掌造り 
いま来むと… 
流れの中で 
八ヶ岳遠景 
花入れ 
雪靴とぼけ 
百合の咲く頃 
秋の荒川上流 

特　選 
種　別 
洋 画  
洋 画  
日本画 
書 道  
写 真  
洋 画  
工 芸  
工 芸  
洋 画  
洋 画  

地方教育行政功労者表彰を受賞
中村氏は、昭和34年４
月から教職に就き、平成
９年11月から平成18年８
月まで伊奈町教育長とし
て活躍されました。
その間、地方教育行政
の充実発展に尽力され、
その顕著な功績が認めら
れたことにより、平成18
年10月16日に文部科学大
臣より表彰されました。

法務大臣表彰を受賞
11月8日、第53回埼玉

県更生保護大会におい
て、濱野一男氏(大針)が
法務大臣表彰を受賞され
ました。
昭和58年から保護司と
して更生保護活動に携わ
り、地域社会の安全およ
び公共福祉の向上に貢献
され、その功績が認めら
れたものです。

中村安信氏
(前伊奈町
教育長)

濱野一男氏

新
し
く
教
育
長
に
坂
井
貞
雄
氏
が
11
月
13
日
付
で
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

坂
井
氏
は
、
南
中
学
校
長
、
小
針
中
学
校
長
、
伊
奈
中
学
校

長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

教
育
長
に
坂
井
貞
雄
氏

平
成
18
年
第
４
回
議
会(

臨
時
会)

は
11
月
２
日
に
開
会
し
、
町

長
提
出
議
案
１
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
同
日
閉
会
し
ま
し

た
。

町
長
提
出
議
案

●
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
＝
教
育
委
員
会
委
員

が
欠
員
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
新
た
に
坂
井
貞
雄
氏
を
任
命
す

る
案
が
提
出
さ
れ
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
議
会

開
　
会


